
八代市教育サポー トセンター

子ども支援相談室だより

令和 6年 4月号

文責 古杉 敬子

ご入学、ご進級おめでとうございます

新学期が、スター トして 1週間が経ちました。

新 しい環境にわ<わ<しながらも ドキ ドキ不安な場面もあ

り、子供の姿に親はハラハラ、、、大文夫だろうか l?と心配 し

すぎて しまうようなところはありませんか ?

1 早寝・ 早起き・ 朝ごはん

′bと体の健康と健全な発達のためには、何より早寝早起き

朝ごはんが大切だと言われますが、これは心と体を整えてス

トレスから自分を守るためにもとても大切なことなのです。

生活リズムが乱れると、それをきっかけに心と体が不調にな

■■

つてしまいます。不調のサインは、やる気がない、落ち込む、不安になる、イライ

ラする、集中できない……など。また、寝られない、食欲がない、頭痛などの身体

症状として現れることもあります。意識して、:垂眠 (早く寝て早<起きる)、 食事

(しつかり朝ごはんを食べる)など基本的な生活リズムを整えてい<ことが大事です。

2 信じて見守る

先回りして心配してしまうと、不安が子供にも伝わつてしまいます。また親が対

応を先取りしすぎると、子供は自分で考えたり決めたりする経験が少な<なり対応

力が身に付かず、新しい環境に適応するのが困難になります。

3 子供の話をよ<聴く

この時期の子どもたちに必要なのは、安′Lヽ感を持たせてあげる

ことです。

特に親の声かけは、子どものやる気やさまざまな能力を引き出す

ほど、大きな効果につながります。親は焦らず子供を信じて、ゆ

つたりした気持ちでしつかり子どもの話を聴いてあげましょう。

詳

新学期は、誰でも無意識のうち |こ適応 しようと頑張り、かなりのエネルギーを使っ

て気づかないうちに疲れるものです。子供たちが環境の変化とうま<付き含つてい<
ために、周りの大人はどう対応 したらいいのか確認 してみましょう。

この時期に家族でサポートしたい3つのこと
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子育ては、た<さんの幸せを感 じますが、悩むこともありますね。
不安なことがあったら、一人で悩まずに相談員に話をしてみませんか ?
・ 登園、登校を嫌がる
・ いじめられているかもしれない
・ 親に反抗する                 ヽ

`

・ 自分を傷つけるようなことをする
。親から離れることを不安がる・・ 等反

●相談方法
・電話  0965-33-6145(相 談室専用)

・メール kodomo― sie∩ @yatsushiro.jp
・面談  〒866-8601

熊本県八代市松江城町 1-25
やつしろ子ども支援相談室

(八代市役所4階 教育サポートセンター内)

※面談の場合は、電話での予約をお願いします。
●相談時間

月～金曜日 午前9時～午後2時

※相談は無料です。1国人情報の取り扱いには、十分配慮 します。
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ごんな′iょ りたんl瀬二の

相談室だより『たんぼぽ』は、

詞のようにちょっとまだ寒いけれど

早<みんなに"春が来るよ"と矢□らせ

た<て力いっぱいにお顔を見せて、喜

んでもらえるたんぽぽの花ようにみ

なさんに寄り添い、子育てを応援して

いきたいという気持ちで毎月発行し

ていきます。

どうぞよろし<お願し
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お話を聞<のは、子ども支援相談員
古杉敬子 (ふるすぎゆきこ)です。

どうぞよろし<お願いします。
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